
1

東北⼤学附属図書館の情報リテラシー教育⽀援
令和5年度広島県⼤学図書館協議会第2回研修会

東北⼤学附属図書館 情報サービス課
学習⽀援係⻑ 藤澤 こず江

kozue.fujisawa.e1@tohoku.ac.jp

本日お話しすること①

基本的な事項の確認

●大学図書館における情報リテラシー教育支援とは
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本日お話しすること②

東北大学附属図書館の事例
☆☆学内パートナーとの連携による情報リテラシー教育支援を中心に☆☆

-事例1︓初年次必修授業「学問論」への支援
-事例2︓授業「中級アカデミック・ライティング」への支援
-事例3︓オーダーメイド講習会
-事例4︓留学⽣コンシェルジュの活動

⾃⼰紹介︓今までの職務経験（いずれも東北⼤学）

 1997.4 工学部マテリアル・開発系 庶務係採用
 2000.4 附属図書館本館 情報管理課受⼊係へ異動

以降、農学分館・多元物質科学研究所図書室・本館で
係員として図書業務全般を経験する

 2010.4 附属図書館医学分館 整理係⻑
 2014.4 附属図書館本館 情報管理課雑誌情報係⻑

以降 情報サービス課相互利用係⻑→同課レファレンス係⻑→総務課情報企画係⻑
 2023.7 情報サービス課学習⽀援係⻑（現職）
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学習⽀援係の業務

主な業務︓
講習会事業・留学⽣サービス

国際機関の寄託図書館としての活動
（国連寄託図書館・EU情報センター）

2019.4に設置された新しい係。5年目
情報サービス課の２係（参考調査係・相互利用係）を再編

参考調査係のレファレンス業務+相互利用係＝レファレンス係
参考調査係のレファレンス業務以外の業務＝学習支援係

東北⼤学について

仙台市

●宮城県仙台市に所在する総合大学

●東北大学の理念は「研究第⼀」「実学尊重」「門⼾開放」

●⽇本で初めて⼥⼦学⽣を受け⼊れた大学

●2022年 創⽴115周年、総合大学として100周年の節目の年を迎えた

●2023年 国際卓越研究大学の選定候補に
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東北⼤学附属図書館について

2023.11
リニューアルオープン

東北⼤学附属図書館本館について

学部⽣向け学習資料・留学⽣⽤資料・
⼈⽂／社会科学系資料・ 国際機関資料などを所蔵

蔵書数 約280万冊・国宝2点・漱石⽂庫を所蔵

50名ほどの職員で運営（アルバイトや派遣職員を除く）
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⼤学図書館における
情報リテラシー教育⽀援とは

⼤学図書館における情報リテラシー教育⽀援とは

情報リテラシー（教育）とは︓

「情報を主体的に利⽤する能⼒のこと。
また、それを育成するための教育のこと。情報の利⽤には、
情報の探索、評価、利⽤、発信といった⼀連のプロセスが含まれる。」

科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 学術情報基盤作業部会（平成22年12月）

⼤学図書館の整備について（審議のまとめ）－変革する⼤学にあって求められる⼤学図書館像－より

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/1301602.htm
（閲覧日2023.11.20）
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⼤学図書館における情報リテラシー教育⽀援とは

情報リテラシーとは︓

JANUL高等教育のための情報リテラシー基準 2015 年版より
http://www.janul.jp/j/projects/sftl/sftl201503b.pdf

（閲覧日2023.11.20）

本基準においては、「情報リテラシー」を「高等教育の学びの場におい
て必要と考えられる情報活⽤能⼒」、すなわち「課題を認識し、その
解決のために必要な情報を探索し、⼊⼿し、得られた情報を分析・
評価、整理・管理し、批判的に検討し、⾃らの知識を再構造化し、
発信する能⼒」と定義する。

⼤学図書館における情報リテラシー教育⽀援とは

情報リテラシーとは︓
⾃⽴した⽣涯学習者であるために、情報を探し出し、
評価し、効果的に活用し、情報のさまざまな形態を活
用できる能⼒。図書館の教育サービスの基本にある
考え方である。

山内祐平(2010)「⼤学の学習空間をデザインする」, 渡部信一編『「学び」の認知科学事典』⼤修館書店, pp.239-249 より



7

⼤学図書館における情報リテラシー教育⽀援とは

アウトプット
情報の

⼊⼿・評価 分析・加工

全部含めて「情報リテラシー教育」

図書館の活動
（図書館の利用方法・
図書館資料の探し方）

理系の実験レポート作成を学ぶ
授業

学習相談の窓口・イベント

ライティングを学ぶ
授業

分析・加工・アウトプットの
教育までは行っていない

全体を合わせて
より完成した情報リテラシー教育に近付く

⼤学図書館における情報リテラシー教育とは
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⼤学図書館における情報リテラシー教育とは

●⼤学図書館が担っているのは、
⼤学の情報リテラシー教育の一部である

学部・研究科が
どんな教育を⾏っているか

学内施設等がどんな
支援を提供しているか

→ 学内でどんな情報リテラシー教育がなされているかを知る

→ ⼤学図書館が情報リテラシー教育で担うべき役割の⾃覚
講習会・ガイダンス等の

位置づけ 他部署との連携・住み分け

東北⼤学附属図書館の事例

学内パートナーとの連携による情報リテラシー教育⽀援を中心に
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人員の配置

情報サービス課長

専門員（１）

学習支援係（２）

留学生スタッフ（10)

係員（1）

係の体制

係長

教員を中心とした委員会体制

学習支援委員会の主任務︓

 学習支援事業の方針策定

 学習支援事業全体の企画・⽴案

委員会の方針に基づいた学習支援事業を具体的
に計画し、遂⾏するための部会が、委員会の下に
置かれている。

学習支援委員会
（教員中心）

附属図書館商議会

学習支援実施部会
（職員中心）
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 委員⻑︓附属図書館副館⻑ （文学研究科 教授 1名）

 委員︓

⽣命科学研究科 教授 1名

⽣命科学研究科 准教授 1名

高度教養教育学⽣支援機構 教授 1名

高度教養教育学⽣支援機構 准教授 2名

附属図書館 事務部⻑ 1名 合計7名

教員を中心とした委員会体制

学習支援委員会 文系の教員１名

理系の教員２名

教養課程の教員３名

事務部⻑１名

学習支援実施部会
（図書館職員10名ほど）

部会の体制

主査：情報サービス課長
事務：情報サービス課専門員

学習支援係長

生命科学系分野 2名
・医学分館
・農学分館

理工系分野 3名
・北青葉山分館
・工学分館
・金属材料研究所図書室

人文系分野 2-3名
・本館

委員会を⽀える職員体制
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事例1︓
初年次必修授業

「学問論」への支援

部会の仕事

・ 情報リテラシーを初年次から
段階を追って展開している事例

「学問論」とは

●令和4年度教養教育科目「全学教育科目」のリニューアルに伴い、新設された授業。

●すべての学部の1年⽣（約2400名）が受講する。

●学習の到達目標（令和5年度シラバスより抜粋） ︓

1.教育研究機関としての大学および東北大学の特徴を理解する

2.協同学習と初級アカデミック・ライティングの技術を習得する

3.⾃らの知的好奇心を主体的に追求する態度を培う

東北大学シラバス全文検索サイト https://qsl.cds.tohoku.ac.jp/qsl/
（閲覧⽇2023.11.20）
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①教材「東北⼤学レポート指南書」への執筆参加

●2017年初版発⾏。最新は第4版（2023年3⽉発⾏）

●新⼊⽣全員へ冊⼦版を配布している

●発⾏の背景と目的

「大学のレポートには様々なタイプがあるが、本書が主な対象とするのは、
文献に基づいて論証を⾏うレポートである。本学では理系の実験レポート
については、「⾃然科学総合実験」という科目で⼿厚い指導が⾏われてい
る。⼀方、文献に基づくレポートに関しては、全学的な指導体制がなく、
何をどう書けばよいかわからないという声も学⽣から上がっていた。こうし
た現状を改善したいと考えたのが、本書発⾏の背景にある。」（第2版
前書きより抜粋）

●第3版以降は、「学問論」の教材として使⽤している。
「東北大学レポート指南書」表紙

「東北大学レポート指南書」とは︖

●高度教養教育・学⽣支援機構の教員4名に加えて、

附属図書館の学習支援実施部会が、「第3章 文献の収集」

の執筆を担当した。

●最新のPDF版が、Web上で公開されている。

http://ital.ihe.tohoku.ac.jp/handbook/
（閲覧⽇2023.11.20）

「東北大学レポート指南書」目次

「東北大学レポート指南書」とは︖

①教材「東北⼤学レポート指南書」への執筆参加
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●第3章 文献の収集

3.1 文献の種類と時間

3.2 検索ツールを活⽤する

3.3 文献を記録する

「東北大学レポート指南書」第3章より

①教材「東北⼤学レポート指南書」への執筆参加

●学習支援実施部会にて作成

（もともとの対⾯講習会資料を流⽤）

●「学問論」オンデマンド配信の回の教材に採⽤

※それぞれ20～30分程度
※スタッフの声による読み上げ

②教材動画「情報探索のススメ」の提供

「情報探索のススメ」シリーズ
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事例2︓
授業「中級アカデミック・ライティング︓
現代的課題に関する文献講読と
レポート作成」への協⼒（教員との協働）

部会の仕事

・ 授業で連携している事例

授業「中級アカデミック・ライティング」とは

●平成16年に全学教育科目
「大学⽣のための情報探索術」としてスタート

●レポートや論文の書き方を知らない新⼊⽣に
文章作成能⼒を養う機会を与える目的で開講

●教員と職員が協⼒して運営してきた

●授業名や内容をアップデートしながら現在に至る
平成16年度のシラバス（部分）
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http://www2.he.tohoku.ac.jp/zengaku/kouken/

令和2年度 全学教育貢献賞を受賞した、
「⼤学⽣のレポート作成⼊門」の後継科目

トロフィーと盾 東北⼤学新聞（469号）による報道

受賞理由：平成１６年度から積み重ねてきた授業運営技術
と、新しい企画を駆使して学生の満足度が高く優れた授業
として成立させており、アカデミックスキルの実践教育と
して全学教育貢献賞に相応しいと判断した。

授業「中級アカデミック・ライティング」とは

●レポート作成法

●研究⽣活の実際

●資料探索実習

●図書館の活⽤方法

教員による講義
（13回） 高校とは異なる

「大学での研究や学び」を知る
＆

実際にレポートを書く

図書館職員による
説明（2回）

授業「中級アカデミック・ライティング」とは
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授業の実施体制

●授業時間における直接的な関与は、

5名ほど

●コロナ禍では授業の録画やアップロードも

担当

学習支援委員会
（教員）

学習支援実施部会
（図書館職員）

●現在の授業実施担当教員は以下の4名︓

・文学研究科1名（副館⻑）

・⽣命科学研究科2名

・高度教養教育・学⽣支援機構1名

●取りまとめ役︓串本剛准教授

（高度教養教育・学⽣支援機構）

●レポート作成法、プレゼン術の専門家︓

酒井聡樹准教授（⽣命科学研究科）

●人文社会科学系の研究者︓

有光秀⾏教授（副館⻑・文学研究科）

●⾃然科学系の研究者︓

渡辺正夫教授（⽣命科学研究科）

教員メンバー（4名）

図書館広報誌「木這⼦」（きぼこ）Vol.47 No.1掲載の授業広報
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15回の講義
 第1回 ガイダンス
 第2回 レポートとは何か︖
 第3-4回 人文社会科学の研究の実際について（図書館ツアー）
 第5-6回 ⾃然科学の研究の実際について（データベース実習）
 第7回 テーマ決定、アウトライン作成
 第8回 アウトライン確認、執筆要領説明
 第9-11回 序論、本論、結論の書き方
 第12回 引⽤方法の確認、初稿提出要領説明
 第13-15回 初稿相互コメント、講評など

３つの締め切り

講義スケジュール

アウトライン

初稿

定稿＆文献リスト

GOAL!!

START!!

教員からのコメント

授業の特徴

教員からのコメント+採点

コメントへの対応記録

書き直し
試行錯誤

GOAL!!

学生の相互コメント

書き直し
試行錯誤

初稿

定稿
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[20点]文献リスト

[ 5点]アウトラインの提出

[10点]ピアレビュー

（他者の初稿に対する建設的な助言）

[ 5点]初稿に対するコメント対応

[60点]定稿・文献リスト提出

点数配分（100点満点）

令和2年度オンライン授業の様⼦（オンデマンド）

令和3年度の授業の様⼦（対⾯）

第3回「人文社会科学における文献探索」の内容︓
●図書館を会場に実施
●第⼀部︓教員が説明を担当。

学⽣と共に館内を巡りながら、図書館を利⽤することの意義について
解説する。

●第二部︓図書館職員が説明を担当。古典資料の解説

第4回「人文社会科学における研究論文」の内容︓
●教員が説明を担当
●人文社会科学の研究者の⽴場から⾒た、論文作成や

研究⽣活の実際について、先⾏研究の重要さについて

第3-4回 人文社会科学の研究の実際について
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学⽣閲覧室にて（令和3年度）

第⼀部︓副館⻑（専門︓イギリス中世史）が

学⽣と共に館内を巡りながら、配架場所や資料の解説を実施

●新書コーナー・・・新書の特徴や、並び方、タイトルからわかること

●学⽣閲覧室・・・どんな基準で選書しているか

●背表紙の読書からわかること・・・研究テーマや研究者について

●雑誌の配架コーナー・・・文系雑誌のオンライン化について

●様々な分類法について・・・あくまでも便宜的なもの

東北大学の歴史と関連する分類について

などなど

第3回 「人文社会科学における図書館の利用」

古典資料の説明（令和3年度）

第二部︓図書館職員（貴重書係）が担当

●古典資料の特徴

●様々な形態の資料を知る

（巻⼦本、和本、⼀枚物、漢籍、⻄洋の古

典など）

●近年のデジタル化について

●古典資料の活⽤方法

（以上、令和5年度の実施内容）

第3回 「人文社会科学における図書館の利用」
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第5-6回 ⾃然科学系の研究の実際について

授業の様⼦（令和3年度・オンデマンド）

第５回「⾃然科学における論文作成の実際」の内容︓
●教員が説明を担当
●図書館員が説明することは出来ない

⾃然科学系の研究者ならではの情報収集の話

第6回「⾃然科学における文献検索と引⽤」の内容︓
●図書館員が説明を担当
●図書館員の⽴場から説明が可能な

論文検索の話（データベースの解説と実習）

第6回授業の様⼦（令和3年度）

図書館職員が教室での説明を担当

●冒頭に担当教員から、このコマの意義を説明

●Scopusを中心にデータベース解説

●論文検索実習もあり

第6回 「⾃然科学における文献検索と引用」
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●受講者数の減少
・・・20〜140名程度で推移→近年は⼀ケタが続く
・・・「学問論」との接続（「中級」が誤解を招いたか︖）

●中⻑期的な受講効果の測定
・・・効果的なアンケート設問や方法とは

今後の課題

事例3︓
オーダーメイド講習会
（研究室や授業単位での

図書館講習会の実施）
係の仕事
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オーダーメイド講習会とは

●教員と図書館職員が、相談して講習内容を決める

●学⽣グループの申し込みも可

●場所は図書館や研究室

●メニュー例︓

☆OPACの使い方

☆雑誌論文の探し方

☆図書館ツアー

・・・・・・などなど

☆MyLibraryの使い方

☆書庫ガイダンス

☆古典資料ガイダンス

・ 1回のガイダンスにどこまでの
内容を⼊れ、達成目標を⽴て
ているか。

広報ポスター

オーダーメイド講習会︓過去の実施例

例年の様⼦

文学部心理学研究室＠図書館教育心理学実験I＠図書館
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オーダーメイド講習会︓過去の実施例

例年の様⼦

（右）（左）留学⽣クラスのための図書館ツアー（英語）

オーダーメイド講習会

●講習を希望する内容の確認

あらかじめメニューと時間の目安を設定

選択してもらう

●メニューにない内容は要望に応じ対応

オーダーメイド講習申込書
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事例4︓

留学⽣コンシェルジュの活動
（留学⽣との協働）

係の仕事

・ 学⽣と連携している事例

留学⽣コンシェルジュとは
●2012年に、急増する留学⽣へのサービス需要の高まりを
背景に、創設されたサービス。

●普段、デスクで図書館利⽤の相談にのる他、
留学⽣向けの図書館ガイダンスやツアー、国際交流イベントなど
様々な活動に従事している。

●2023年後期は10名が在籍。国籍はインドネシア、
北マケドニア、スペイン、中国(4)、ブラジル、ミャンマー(2)

●留学⽣課の予算で実施している。
2023年後期ポスター
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留学⽣コンシェルジュデスク（図書館利用に関する相談窓⼝）

●レファレンスデスクと同じ並びに配置

●スケジュールと対応言語をカレンダーに公開

●留学⽣の相談に対応

メインカウンターなど適切な窓⼝へ繋ぐ

コロナ禍での留学⽣コンシェルジュデスク

グローバル学習室の選書協⼒と展⽰

グローバル学習室とは︓
・⽇本人学⽣と留学⽣とが共に学習し、交流するためのスペース。
・留学⽣向け、あるいは留学を希望する学⽣向けの資料が充実（語学、国際交流、外国文化）。
・ディスカッションが可能なスペースもあり、イベント開催も可能
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コロナ前︓国際交流イベントや、図書館多⾔語ガイダンスを実施

過去に実施した様々なイベントのポスター

図書展⽰
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グローバルラーニングセンター（GLC）との連携

東北大学グローバルラーニングセンター（GLC)とは︓

留学⽣課と連携し、海外留学、語学学習、国際交流など

様々なプログラムの提供や学⽣へのサポートを⾏っている組織。

留学⽣のためのヘルプデスクもあり（図書館のデスクとは別）

⽣活⾯の不安解消などに取り組んでいる。

東北⼤学GLCトップページ
https://www.insc.tohoku.ac.jp/

グローバルラーニングセンター（GLC)との連携

●グローバルラーニングセンター（GLC)主催の
Welcome Weekプログラムの⼀つとして参加。
図書館の基本的な情報と使い方を説明。

●グローバルラーニングセンターの教員からの提案により参加

●2023年春・秋ともに、英語と中国語で実施。

Library Guidance（オンライン）︓
イベント「Welcome Week」への参加

Welcome Week ポスター（2023秋）
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グローバルラーニングセンター（GLC）との連携

対面実施の様子

動画教材の翻訳① YouTube用の公開動画

●パワーポイントで作成
●軽めの音楽に合わせて
（ナレーションなし）
●2-3分で⾒られる
●音楽はフリー音源を使用

https://www.youtube.com/channel/UCvsVxTR-Mp8FMfi1DWmAb6w/videos
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動画教材の翻訳② 情報探索のススメ 英語版・中国語版

・図書の探し方
・雑誌論文の探し方
・MyLibraryの使い方

※それぞれ20～30分程度
※音声は市販の読み上げソフトを使用

Newsletter の発⾏
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本日のまとめ

本日のまとめ

① ⼤学図書館における情報リテラシー教育⽀援とは

② 東北⼤学の事例の紹介

●図書館が担っているのは、⼤学の情報リテラシー教育の一部である
→ 図書館の役割・位置づけを⾃覚

●初年次必修授業「学問論」への⽀援
●授業「中級アカデミック・ライティング」への⽀援
●オーダーメイド講習会
●留学⽣コンシェルジュサービス

初級者向け
図書館利⽤の基礎

従来の情報リテラシー教育より少し広い支援
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今後の課題

・ 情報リテラシー教育⽀援方針の再考

・ オープンサイエンス時代における⼤学図書館

・ 「学問論」の次の段階の授業をどう展開するか
・ 学内の教育方針を踏まえた図書館内のガイダンス・講習会

→ 本館以外の図書館との連携、他部局との連携

・ 情報リテラシー教育に求められる変化への対応
・ 国際卓越研究⼤学の図書館とは

→ 図書館職員の高度化・専門化


